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ナノ構造を利用したバイオデバイスによるゲノム解析技術をはじめとしたOmics解
析技術の開発が、バイオ・医療の世界に大きな変革をもたらそうとしている[1-8]。半
導体微細加工技術に基づいたナノバイオデバイスやナノバイオセンサーの出現によ

り、これまでの治療に基づく医療から予防医療への転換や、がんの超早期診断、再生

医療、DDS、分子イメージングなどに大きな変革をもたらしてきた。 
本講演では、内閣府最先端研究開発プログラムで進めているナノバイオデバイス開

発を目指した、医工連携・産学連携の研究成果として、我々のグループが最近進めて

きたナノピラー、ナノボール、ナノファイバーなどを活用した電気泳動法の開発、単

一DNA分子計測・単一細胞計測・エピジェノミクス解析に基づくがん診断、がん転移
診断、イムノピラーデバイスによる疾患診断、幹細胞治療のin vivoイメージングなど
の成果を中心として、ナノバイオテクノロジーの基礎研究から実用化に向けた研究動

向について解説する。 
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